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はじめに
• 自己紹介
• 話の特徴

– 実務的（非アカデミック）
– 主観的，経験的（非客観的）
– オープンに（隠さずに）
– 集中的（非体系的）

• なぜ本論をまとめたくなったか
– 多数あるＧＩＳ導入のポイント

• ありすぎて，頭がハレツしませんか？
• お互い矛盾しているのもありませんか？

• 話の大筋
– ＧＩＳの構成要素
– ＧＩＳ理解のために：データ，ソフト
– ＧＩＳ成功のために：データ，ソフト，人
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ＧＩＳの構成要素

• システム利用者
• システム提供者
• ソフトウエア（ハー
ドウエア）

• データ

半分は人です

ソフトウエア

デ
ー
タ

システム利用者

システム利用者

システム利用者

システム提供者
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データの理解のために

• 実世界とＧＩＳと地図と
の関係
– モデル化，データ入力
– 地図とＧＩＳデータの違
い

• 問題点
– 縮尺の壁
– データ間の矛盾
– 目的との不一致
– コスト 地図 ＧＩＳデータ

実世界

図
式
化

モデル化

航空測量

図化

入
力

データ入力
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ＧＩＳデータの入力とは：
モデル化の必要性

• ＲｅａｌＷｏｒｌｄ（実際の世界）をそのまま
入力，ディジタル記述できない。

• ＡｂｓｔｒａｃｔＷｏｒｌｄ（抽象的な，観念的な
世界）に一旦置き換えて考えなければ
いけない。

• 例えば（泥臭い話ですが）
– 道路をセンターラインの採用により
一条線化する。

– 家屋を四辺形で記述する。
– １／２５，０００地図上でおおよそ１ｃ
ｍ×１ｃｍ以下の湖は入力しない。

– 建築基準法にのっとり建物を分類
する。

• モデル化技術の限界＝＞問題の
発生
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ＧＩＳと地図との関係の
理想像

• ＧＩＳデータ（上位）＝＞地図（下
位）

• ＧＩＳデータからの図面的アウト
プットとしての地図
– ＹｏｕｒＯｗｎＭａｐの作成：選択の
自由

• 出力する対象，出力図式，出力縮尺，
出力範囲

– スピードの向上
– コストの低減

• 出力時の図式変換の必要性
– 例えば

• 都市計画図での帯ポリゴン
• 並木マーク
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モデル化の限界：地図に引きず
られるＧＩＳデータ：その１

• 問題点
– データ間の矛盾が発生する

• Ａ課とＢ課の地図データが異なる。

– スケール依存になっている
• 本来，空間座標に精度はあっても
スケールはないはずであるにも関
わらず。

• １／２，５００データを整備しても１
／２５，０００地図は作りにくい。

家屋と道路が重なる

１／２，５００

１／２５，０００

縮尺変更は自
動化しにくい
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モデル化の限界：地図に引き
ずられるＧＩＳデータ：その２
– 目的に合わないことが有り得る

• 例：都市計画図印刷における不要
境界

– 空間管理が多くの場合図面毎に
なっている

• 図面をまたがる家屋が２分される。

– 地図の再現という義務
• 旧来の地図に似せないと落着かな
い人々がいる。

細
分
化
さ
れ

る
ポ
ン
プ
場

図面境界で切
られる家屋
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なぜこうなるか

•技術的理由
–地図を入力してしまった。
–描画・出力するとそこは地図
の世界である。（例：ＤＭ図式ファイル）

–データの精度，モデル化指針
は縮尺と深い関係にある。

地図に引きずられた方が
結局，便利だから，考えや
すいから。
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データの限界：壁
• 壁に対する誘惑

– 目的の壁
• 自分の目的にさえ合えば良い。

– データ作成履歴の壁
• 他の経緯で作成されたデータのことには関心が
ない。

– スケールの壁
• 自分が必要なデータの縮尺のことしか心配したく
ない。

– 図面の壁
• 作業は図面毎に完結させて行ないたい。

– 意識の壁
• 出来るだけ従来の地図を再現したい。

• なぜ壁を作りたいのか
– 壁内で作業していた方が理解しやす
い。コストが低い。

– 意識を変えるのは難しい。
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「データの理解のために」
まとめ

• ＧＩＳと地図との関係の理想像
– 技術的にはかなりの段階
– 残る問題は図式，データの壁

• データの壁の捉えかた
– 純粋に技術（泥臭い）の問題
– でも知っていて欲しい
– 完全な解は有り得ない。最適解を探す
しかない。

• コストと実現可能な範囲のジレンマ：全ての
目的に合わせて作るとコストがかかる。

– ケースバイケースの解決策
• １／１０，０００から１／２５，０００へは苦労
しつつ移行出来た。でも他の場合は？

＝＞Communication＆
Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎの必要性



12

ソフトウエアの理解
のために

•ソフトウエアの分類
•ソフトウエアは死ぬ，
死んでも構わない

•ソフトウエアは動くまで
時間がかかる
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ソフトウエアの分類

• 特定目的か汎用か
• 想定地図データの種類，縮尺
• カスタマイズの手法：マクロ，言
語の提供の有無

• 主力機能：表示，検索，解析，
データ作成・更新のいずれか。

• マルチユーザー，ネットワーク
への対応レベル
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ソフトウエアは死ぬ，
死んでも構わない

• ソフトは安くなろうとしている。
– 激しい競争
– 薄利多売＝ＰＣの普及＝ＧＩＳの普及
– 技術の蓄積＝開発環境の進歩

• 絶え間ない＝落ち着きのない
技術革新
– 例

• 集中処理の汎用機
• ミニコン，ワークステーションによる
分散処理

• クライアントサーバーによるデータ
の集中処理

• 分散オブジェクトによる分散処理

• 新たなレベルのソフトが欲しく
なる
– 大規模システムへの発展に伴って
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ソフトウエアは動くまで
時間がかかる

•データベース構築
•カスタマイズ
•教育・研修

＝＞費用の心配

＝＞Communication＆
Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎの必要性
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ちょっと一休みちょっと一休みちょっと一休み
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システム提供者の働かせ方：
ムチ

• わかるまで説明させる。「俺にわか
るように説明しろ。クライアントサー
バーって何だ。イントラネットって何
だ。どんなメリットがあるんだ」。判る
ように説明出来ないのはコンサルティ
ング能力がない。

• 良いことばかり言わせない。「問題
点を列挙・例示せよ。」

• 幅広く考えさせる。「他の選択肢は
ないのかね。優劣を比較せよ。」

• テストユースを要求する。「使ってみ
てから導入するか否か決めるよ。」

• 事前に良いアイディアを考えさせる。
「事前に資料を読んでおけ。」
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システム提供者の働かせ方：
アメ

• 理解するように努力する。生半可
に理解しない。

• 任せっきりにしない。
• 意見の豹変を責めない。柔軟に考
えている証拠である。「この前そう
言ったじゃないか。」…でもそれは
別の前提があったからかもしれな
い。

• 将来について責任ある予想を求め
ない。

• 時間的，予算的な縛りをきつくしな
い。

• うまくやったら誉める。
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システム利用者の努力：事
例紹介：ＧＩＳ学会－自治体ＳＩＧの
活動：ＧＩＳ導入マニュアル

• 内容紹介（代表例）
– 業務のやり方を変えよう。情報の共
有化

– 複雑なビジネスモデル
– プロジェクトマネージメント術：根回し，
後継者育成，導入後の責任部署の明確化

– システムの分類
– ハイレベルの仕事をするためのＧＩＳ

• 意義
– 実践的
– 自治体の方に役立つ様に

• 来年春の刊行（予定）
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データ作成の成功のために

• 作らないですます方法を考える
– 既存のデータは何があるか。
– それでどこまで出来るか。

• 成長し続けなければいけないデータ
– 利用促進。その為の広報。
– 情報交換。
– メンテナンス。

• データフロー，情報フローを解析・整
理する
– 誰がどんなデータを使っているか。
– そのデータの特徴は何か。
– どこからどこへデータを流すべきか。
– どれが基礎データか。
– 誰がメンテナンスするべきか。
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ソフトウエア導入の成功
のために

• 導入の目的の明確化
• 機能の絞り込み（欲張らない）
• ソフトの機能・操作の事前の理
解

• 徹底したテストユース

＝＞半分はシステム利用者側の
問題になる。
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まとめその１：
ＧＩＳ導入に関する疑問

• 全庁システムと個別システム。どっ
ちが良いの？

• 個別システムって作っちゃいけな
いの？

• 長期戦略を明確にしないとシステ
ム作っちゃ駄目なの？

• １／５００を全域にわたって作らな
いと駄目なの？

• つぎはぎ開発は駄目だが発展的
開発は良い。じゃあその違いは
何なの？

• ＧＩＳにおける成功って何だろう？
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まとめその２：
キャッチフレーズ

• 完全解，固定解のないＧＩＳ＝＞最
適解を探そう。

– 勉強会から始めよう。
– 信頼のおける業者選定から始めよう。
– 安いシステムでどこまで出来るか考えてみよう。
– データは最初は作らないで済ませよう。
– この機能だけは実現させよう。＝機能の絞り込み
– テストユースを徹底的にやろう。

• Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ＆Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ
– 皆で考えて納得しよう。
– 想像力を働かせて問題点を予想しよう。

• ソフトは死んでも，データとノウハウ
は死ねない。
– 殺さないで下さいね。

• 成功したＧＩＳが長続きするのでは
なく，長続きしたＧＩＳが成功である。
– 構築に長い時間がかかると同時に評価にも長い時間

がかかる。
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御別れ


